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９月１４日には、晴れ渡る空の下、運動会が行われました。スローガン「燃え上がれ！最強の小谷っ子」に向かい、

ダンスの振り付けを自分たちで工夫したり学年種目の作戦をチームで考えたりし、練習に励んできました。暑い日で

したが、子どもたちの真剣な姿が感動を呼び、素晴らしい１日になりました。 

 

 

小谷村立小谷小学校      学校だより（２０２４年１０月）                    
                              

 

                              

令和６年９月２５日          

担当：（教頭） 

全力を尽くした素晴らしい運動会でした 
 

３・４年生のダンスは「私たちは最強のダンサー 
by Ado」でした。『私は最強』の曲に合わせ、か
っこよく踊りました。２回目は、それぞれのチーム
で振り付けを考え、ボンボンを持ったり、帽子を
投げたり、側転を入れたりしながら踊りました。最
後のポーズでは、それぞれのチームに大きな拍
手が送られました。 

 

１・２年生のダンスは「ノリノリ ブリン バン バン 
ボン！」でした。最初は『やってみよう』を踊り、次に
おしりを振りながらかわいらしく『ブリン バン バ
ン ボン』を踊りました。子どもたちがノリノリで、思
わず観客から手拍子が起こりました。自分たちで振
り付けを考えたパートは、ブリッジや側転や組体操
が入り、かっこいい子どもたちの動きに観客の目が
くぎ付けになりました。 

 

５・６年年生の表現は「ダンス バトル ～Ｉt´s 唱 time～」でした。副会長コンビの名MCが進行
し、４チームによるダンスバトルが繰り広げられました。『群青』『最高到達点』『Make you happy』
『Habit』の４つのダンスはどれも甲乙つけがたく、全チームにも惜しみない拍手が送られました。続
いては、組体操「姫川」「かけはし」でした。この演技には、小谷を流れる故郷の川「姫川」への思いと
６年生から５年生へ小谷小学校を引き継いでいく「かけはし」＆６年生が卒業しても小谷の未来へと思
いをつなぐ「かけはし」という意味が込められています。BGM「ふるさと」が更に演技を盛り上げ、会
場が感動に包まれました。 
  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の皆様、応援はもちろん準備や片付け

でもお力添えいただき、本当にありがとうござ

いました。厚く御礼申し上げます。 

５・６年生の学年種目は「速達で届けろ！ 配送リレー」
でした。１回戦は、順番に走って好きな大きさの段ボール
を取ってきます。２回戦はそれを積み上げて落とさないよ
うに運び、リレーしました。段ボールの組み合わせ方によ
って運びやすさが変わるので、頭も使う競技です。何度も
段ボールが落ち、応援も盛り上がりました。 
 

１・２年生の学年種目は「ダブル玉入
れ」でした。高さが違うかごが二つある
ので、高いかごに入れるのか低いかごに
入れるのかも考えて玉を投げていきま
す。数えるのが大変なくらいたくさん入
りました。玉が多くて最後までどちらが
勝ったか分からず、とても盛り上がりま
した。 
 

応援合戦では、「小谷を埋め尽くす雪の色は何色だ～。」「白だあ～！」「輝く太陽の色は何色だ
～。」「赤だあ～！」など、応援団の声が青空に響き渡りました。子どもたちが出す精一杯の声に、
見ている方も元気をもらいました。 
 

３・４年生の学年種目は「続 ハリケーン」でし
た。ロープを離さないように協力したり、回る順番
を工夫したりして、コーン５つを回りました。他の
チームと重ならないようにしたり、転ばないように
したりするところが難しかったようです。チームで
作戦を考え、内側・外側を走る子をそれぞれ決める
などの工夫をしていました。 
 
 

特に盛り上がったのは「全校リレー」です。全校児童が
４チームに分かれ、２７人でバトンをつなぎました。基
本半周ですが、２６番２７番を走る６年生は校庭を１周
走ります。順位がどんどん入れ替わり、最後まで応援の
声が響き渡っていました。この競技は縦割りの「仲良し
班」でチームを編成し、本番を迎えるまでの間、チーム
リーダーを中心にバトンパスを練習したり、並び順を低
学年に教えたりしてきました。リレーを通して「仲良し
班」の絆が更に深まりまように思います。 
 

閉会式では、応援団長が優
勝カップ・準優勝カップを
受け取りました。赤も白
も、１日を頑張り終えた充
実した表情で見つめていま
した。 
 


